
 

 

岩手県スポーツ特別強化指定校の指定等に関する要綱 

                                            

１ 目 的 

本県の競技スポーツにおける高校生の選手強化、競技力向上を図るため、公立高等学校に岩手県

スポーツ特別強化指定校（以下「特別強化指定校」という。）を指定するとともに、優秀指導者（以

下「指導者」という。）を認定のうえ、特別強化指定校へ長期的に配置する。 

 

２ 特別強化指定校の指定 

（１）指定については、別に定める「岩手県スポーツ特別強化指定校選定基準」に基づき、県教育委 

員会が行うものとし、指定証を交付するものとする。 

（２) 指定期間は、原則として、１２年間とし、当該期間に全国高等学校総合体育大会（硬式野球に 

おいては全国高等学校選手権大会）及び国民体育大会でベスト８以上の成績を、団体競技は３回 

以上、個人競技は４回以上収めた場合は、３年間延長することができるものとする。それ以後に 

ついては、３年毎に全国高等学校総合体育大会（硬式野球においては全国高等学校選手権大会） 

及び国民体育大会でベスト８以上の成績を１回以上収めた場合、その都度延長することができる 

ものとする。 

（３）指導者に不適切な指導等があった場合は、当該特別強化指定校の指定継続等の可否について、

検討するものとする。 

 

３ 指導者の認定及び配置 

（１）指導者の認定については、これまでの指導実績等を考慮するとともに、熱意と意欲のある指導

者の中から、県教育委員会が行うものとし、認定証を交付するものとする。 

（２）配置期間については、原則として、認定後１２年間とし、上記２の（２）の条件に準じて、配 

置を継続するものとする。 

   但し、配置期間延長は、原則として、１回に限るものとする。 

（３）配置期間中であっても、学校事情、本人の希望等により、配置期間を短縮できるものとする。 

なお、配置期間中に指導者の異動があった場合は、新たな指導者を配置するものとする。 

（４）指導者として不適切な指導等があった場合は、認定を取消すものとする。 

 

４ その他（関係団体及び県民への周知） 

県教育委員会は、特別強化指定校及び指導者の配置に関して、当該学校関係者、スポーツ関係団

体及び県民に広く周知するものとする。 



 

 

 

附 則 

この要綱は、平成18年 ４月 ３日から施行する。 

この要綱は、平成19年 ３月 １日から施行する。 

この要綱は、平成20年 ４月22日から施行する。 

この要綱は、平成24年 11月 ５日から施行する。 

この要綱は、平成29年 ４月 １日から施行する。 

この要綱は、令和 ３年 10月 14日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県スポーツ特別強化指定校選定基準    （H29.４.１改訂） 

                                                    

  岩手県スポーツ特別強化指定校の選定基準については、当該競技種目のスポーツ振興（競技力

向上）に関して、当該学校内の協力体制があり、地域の理解が得られ、かつ支援体制が整ってい

るとともに、次の項目のいずれかを満たす公立高等学校とするものである。 

 

１ 団体競技 

（１）過去５年間における全国高等学校総合体育大会（但し、硬式野球にあっては全国高等学校野

球選手権大会）、または国民体育大会において複数年度にわたり入賞していること。 

（２）過去５年間の岩手県高等学校総合体育大会（硬式野球においては全国高等学校野球選手権岩

手大会）で２年間連続して優勝の実績があるとともに、この期間の全国高等学校総合体育大会

（但し、硬式野球にあっては全国高等学校野球選手権大会）、または国民体育大会において入賞

していること 

※ 国民体育大会については、チームが選抜方式で編成されている場合は、当該年の岩手県高等

学校総合体育大会優勝校から選抜された選手を対象とするものであること。 

 

２ 個人競技 

過去５年間における全国高等学校総合体育大会、または国民体育大会において複数年度にわた

り入賞していること。 

   但し、同一選手（１人の場合）の複数年入賞の場合は除く。 

※ 国民体育大会については、チームが選抜方式で編成されている場合は、当該年の岩手県高等

学校総合体育大会優勝校（団体）から選抜された選手を対象とするものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【 別 紙 】 

団体競技・個人競技一覧 

 競   技   名 

団体競技 

水泳（水球） ・ バスケットボール ・ バレーボール ・ サッカー ・ ラグビー ・ 

ハンドボール ・ ソフトボール ・ 軟式野球 ・ アイスホッケー ・ ホッケー ・  

硬式野球 

個人競技 

陸上競技 ・ 体操 ・ 新体操 ・ 水泳（競泳） ・ 水泳（飛込み） ・ 卓球 ・ 

ソフトテニス ・ バドミントン ・ 相撲 ・ ボクシング ・ 柔道 ・ 自転車競技 ・ 

スキー ・ スケート（スピード） ・ スケート（フィギュア） ・ 剣道 ・ 弓道 ・ 

登山 ・ヨット ・ ボート ・ ウエイトリフティング ・ レスリング ・ フェンシン

グ ・ 

テニス ・ 空手道 ・ 馬術 ・ アーチェリー ・ なぎなた ・ カヌー 

 


